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重粒子線治療後

“切らずに治す”重粒子線がん治療
ー より強くより優しくー

すぐれた「線量集中」と「生物効果」

手術が困難ながん

（肺癌、頭頸部癌、肝癌、

前立腺癌、骨・軟部肉腫な

ど）も切らずに治す

肺癌

重粒子線治療後

治療前
治療前

骨肉腫

病巣

小型重粒子線がん

治療装置の開発

HIMAC

重粒子線治療

加速器開発



放射線医学総合研究所作成
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DSBが主体

2. 細胞致死作用が大きい1. 線量集中性が高い

炭素線の特徴

生物学的効果でみると、炭素線の

ピーク対プラトー比(a/b)が最も大きい。
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